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資料４

令和７年度 新秋田元気創造プラン戦略６における主要事業

戦略６ 教育・人づくり戦略

目指す姿１ 秋田の将来を支える高い志にあふれる人材の育成

【施策の方向性】

（１）地域に根ざしたキャリア教育の推進
（２）社会の変化とニーズに応じた専門教育の推進

【令和７年度の主要事業】

１ 秋田を支える人づくり教育推進事業 概要P27～29 79,136千円

高校生が自らの未来を力強く切り拓いていくために必要な資質・能力を身に付け

ることができるよう、高校生の学びを総合的に支援する。

①キャリア教育充実事業

・地域人材を活用したパネルディスカッションや大学教授等によるガイダンスの

実施

・社会人講師からの直接授業の実施

・消費者教育出前講座の実施 等

②ふるさと人材・地域づくり推進事業

・職場定着就職支援員の配置

・インターンシップの実施

・持続可能な地域づくりのための地域の歴史や文化の理解促進活動 等

③産業人材育成事業

・成長産業人材育成のための特別講義や教員向け研修会の実施

・産業教育フェア及びものづくりコンテストの実施

２ 特別支援学校生の職域拡大・職場定着促進事業 概要P47 6,849千円

特別支援学校生の一般就労を支援するため、就労可能な職域の拡大と職場定着の

促進を図る。

・職域拡大推進員の配置

・就労支援促進会議の開催

・職域拡大を踏まえた職業教育の充実

・就労促進フェアの開催

３ デジタル教育 未来へＲＵＮプロジェクト 概要P30～32 35,827千円

デジタル社会で活躍できる人材を育成するため、最新のＩＣＴ教材やＩＴ専門人

材を活用した高校教育を推進する。

①全ての県立高校における最先端プログラミング教育

・オンライン教材活用の充実
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・マイクロビットコンテストの開催

・教科「情報」指導力向上セミナーの開催 等

②普通高校におけるデジタル人材育成

・デジタル技術を活用した探究活動の推進

・デジタルインターンシップの実施

・メタバース空間での生徒交流・成果発表 等

③専門高校におけるデジタル人材の育成

・実習環境等デジタルネットワークの活用 等

４ ＡＫＩＴＡ ＤＸハイスクール・ラボラトリー事業 概要P33～36 195,000千円

デジタル社会で活躍するために必要な資質・能力を身に付けた人材を育成するた

め、探究活動等の推進に必要な環境整備を図る。

①ＡＫＩＴＡ ＳＴＥＡＭ・ラボ

・理数科設置校における高大連携や学校間連携を重視した探究活動の充実

②ＡＫＩＴＡ ものづくり・ラボ

・デジタルを活用した新たな価値を創出するものづくり教育の充実

③ＡＫＩＴＡ クリエイティブ・ラボ

・中高一貫教育校におけるデジタルを活用したより発展的な探究活動の推進

④ＡＫＩＴＡ イノベイティブ・ラボ

・デジタル探求コースにおけるデジタルを活用した体験的・創造的な学びの推進

⑤ＡＫＩＴＡ ＤＸネットワーク

・デジタルを活用した情報活用指導力の育成とラボラトリーを超えた学習成果の

共有
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新秋田元気創造プラン戦略６における令和７年度の主要事業

戦略６ 教育・人づくり戦略

目指す姿２ 確かな学力の育成

【施策の方向性】

（１）新たな時代に対応した「秋田の探究型授業」の推進
（２）一人ひとりの教育的ニーズに応じた特別支援教育の推進
（３）学びに向かう力を育む就学前教育・保育の推進
（４）魅力的で良質な教育環境づくり
（５）学校・家庭・地域の連携・協働の推進

【令和７年度の主要事業】

１ 少人数学習推進事業（小・中学校） 554,159千円

少人数学級体制によるきめ細かな教育を行い、基礎学力の定着・向上を図るため、

小・中学校に臨時講師や非常勤講師を配置する。

・小・中学校での３０人程度学級の編成

２ 少人数学習推進事業（高等学校） 51,567千円

高等学校におけるきめ細かな教育による学力の定着・向上を図るため、少人数学

級体制に必要な講師を配置する。

・習熟度別少人数学習等を実施する高等学校に、非常勤講師を配置する。

３ 学力向上推進事業 概要P24 7,034千円

基礎学力の定着・向上を図るため、小・中学校及び市町村教育委員会の学力向上

の取組を支援する。

①学習状況調査事業

・小４・５、中１・２の児童生徒を対象とした学習状況及び意識調査の実施

②あきたの教育力充実事業

・指導主事による学校訪問

・ＩＣＴ活用リーダー研修会の開催

・ＩＣＴを活用した教育活動等の改善のための委員会の開催 等

③ＩＣＴを活用した授業力向上事業

・ＩＣＴを活用した授業改善に取り組むモデル校への訪問

・外部の専門家による助言 等

４ 切れ目ない支援体制充実促進事業 概要P46 981千円

特別な支援を必要とする子どもに対して、就学前から卒業後に至るまで、切れ目

ない支援体制を促進する。

・担当教職員を対象とした研修の実施
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・小・中学校等・高等学校特別支援チームによる相談支援

・障害者理解研修会の実施 等

５ わか杉っ子！育ちと学び支援事業 概要P22 25,969千円

教育・保育の質を支える市町村の幼児教育推進体制構築への支援と、「幼保小の

架け橋プログラム」の取組への支援等により、乳幼児期及び幼保小接続期の教育・

保育の質の向上を図る。

①「幼保小の架け橋プログラム」の実施への支援

・幼児教育理解啓発のためのリーフレットの配付、ホームページによる情報発信

・幼保小の架け橋プログラム推進に係る有識者会議の開催

・架け橋期のカリキュラムの開発・実施への支援 等

②市町村における幼児教育推進体制の構築・充実への支援

・教育・保育アドバイザー等配置市町村の主体的な取組への支援

・乳幼児期の教育・保育の充実に向けた支援

６ 教職員資質能力向上事業 4,469千円

県教職員研修体系に基づき、教職員一人一人のキャリアステージに応じた資質能

力の向上を目指す総合的・体系的な研修を推進する。

７ 私立学校就学支援事業 632,562千円

保護者の経済的負担の軽減を図るため、就学支援金を支給するとともに、入学料

及び授業料の軽減補助や低所得世帯の生徒に対して奨学のための給付金を支給す

る。

８ 私立学校運営費補助金 910,357千円

私立学校教育の振興を図るため、運営費等の一部を助成する。

９ 計画的な県立学校整備 4,506,596千円

横手高等学校、大曲高等学校等の整備や学校施設等の長寿命化を図るための維持

管理を総合的に実施し、教育環境の充実や生徒の安全安心な学校生活の確保を図る。

10 文化部活動地域移行等推進事業 概要P26 8,682千円

地域における文化芸術活動の機会を将来にわたって確保できるよう、学校の部活

動に代わり、子どもたちが地域で芸術文化活動に継続して親しむ環境を構築する。

・文化活動地域移行実証事業

・文化部活動指導員の配置

11 学校支援スタッフ配置事業 139,960千円

教員の負担軽減と児童生徒の多様な学びを保障するため、支援員を配置する。

①学校サポーター配置事業
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・教室環境の整備、学習プリント等の準備や採点業務等をサポートする学校サポ

ーターを配置する。

②児童生徒の学びを支える支援スタッフ配置事業

・教室に入りづらさを感じている児童生徒の学習支援や学級担任等との連絡調整

等を行うスタッフを配置する。

12 高等学校学習環境等整備事業 454,230千円

社会の変化に対応し生徒の多様な能力を伸ばす教育を充実させるため、高等学校

の学習環境を整備する。

①専門高校等実習設備充実事業

・実習設備の整備

②ｅ－ＡＫＩＴＡ ＩＣＴ学び推進プラン事業

・学習系、業務系ネットワークの維持管理

・デジタル採点システム導入

・高校入試出願システムの運用保守 等

13 特別支援学校教員の専門性向上サポート事業 概要P48 6,165千円

高度な専門性を有する教員を養成するとともに、教材・教具の作成や車椅子を使

う児童生徒の移乗や移動介助等、教員の業務を補助するスタッフを配置し、支援、

指導の向上を図る。

・歩行指導員、点字指導員、言語聴覚士の養成

・教員業務支援員の配置

14 学校・家庭・地域連携総合推進事業 概要P53 58,593千円

地域と学校が連携・協働して、地域全体で未来を担う子どもたちの成長を支える

地域学校協働本部を設置し、地域学校協働活動を推進する。また、地域学校協働活

動とコミュニティ・スクールの一体的な推進により、子どもたちを支える取組の体

制づくりを進める。

・運営を担う地域人材の育成

・地域学校協働活動とコミュニティ・スクールの一体的推進

15 学校安全推進事業 概要P64 5,480千円

学校生活や登下校中の事件、事故、災害等から児童生徒等を守るため、家庭・地

域・関係機関等の連携・協働による質の高い学校安全の取組を推進する。
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新秋田元気創造プラン戦略６における令和７年度の主要事業

戦略６ 教育・人づくり戦略

目指す姿３ グローバル社会で活躍できる人材の育成

【施策の方向性】

（１）グローバル化に対応した英語教育の推進
（２）多様な国際教育の推進
（３）県民の国際理解の促進と多文化共生の推進

【令和７年度の主要事業】

１ ＡＫＩＴＡグローバル人材育成事業 概要P39 149,268千円

異文化に対する理解の促進及び児童生徒の英語による発信力の強化を通して、複

雑化するグローバル社会で活躍できる人材の育成を図る。

①発信力強化プロジェクト事業

・オンラインを活用した海外高校との交流

・外国語指導助手の配置 等

②グローバルコミュニケーションプロジェクト事業

・小３から高３を対象としたイングリッシュキャンプの実施

・高校生の短期海外留学支援補助金 等

③指導力向上プロジェクト事業

・高校指定校による発信力強化研究開発プロジェクト

・小学校外国語教育集中実践セミナーの開催

・英語教員スキルアップセミナーの開催

２ 多文化共生推進事業 12,276千円

誰もが暮らしやすい多文化共生社会の実現に向けて、地域や関係機関と連携しな

がら、外国人相談機能など生活支援体制の充実を図る。

①外国人支援ネットワーク構築事業

秋田県外国人相談センターの運営や在住外国人に対する情報発信・収集のため

のネットワークの充実を図る。

②日本語教育環境整備推進事業

在住外国人等に対する日本語教育を推進するため、各分野の専門家による推進

会議を開催するほか、日本語指導者向け養成講座等を開催する。

３ 南米秋田県人会活動支援事業 1,419千円

南米における秋田県人会とのつながりを維持し、文化・経済交流の契機とするた

め、南米秋田県人会活動に要する経費を助成する。
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新秋田元気創造プラン戦略６における令和７年度の主要事業

戦略６ 教育・人づくり戦略

目指す姿４ 豊かな心と健やかな体の育成

【施策の方向性】

（１）規範意識と自他を尊重する心を育む教育の推進
（２）インクルーシブ教育システムの推進
（３）学校における体育活動の充実と健康教育の推進

【令和７年度の主要事業】

１ 生徒指導総合支援事業 概要P25 89,305千円

不登校やいじめ等の問題行動の未然防止や早期発見、早期解決を目指し、教育相

談体制の充実を図る。

・スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカーの配置

・「すこやか電話」（フリーダイヤル）の設置

・ＳＮＳを活用した相談の実施

２ 高校生学校生活支援事業 概要P40 27,189千円

高校生一人一人がいきいきと学校生活を送ることができるようにするため、支援

体制の充実を図る。

・スクールカウンセラー、学習支援サポーターの配置

３ ニューノーマルに対応した体験活動構築事業 概要P52 5,110千円

急速に変化する時代の中でも子どもたちの自然体験活動の機会を確保し、一層魅

力的なものにするため、少年自然の家において安全・安心な利用環境と教育効果の

高い自然体験活動プログラムを安定して提供できる体制を整える。

・体験活動スマイルサポーターの配置

・少年自然の家指導者研修の実施

４ “あい”で見守る！あんしんネット構築事業 概要P51 4,339千円

子どもたちをインターネット上の有害情報やＳＮＳ等によるトラブルから守り、

子どもたちがインターネットを健全に利用できるよう、安全・安心な利用環境を整

える。

・あきた県庁出前講座を通じた啓発の実施

・ネットパトロール事業によるインターネット上のトラブルの未然防止と被害拡

大の抑制

５ 秋田っ子元気アップ推進事業 概要P61 632千円
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将来の秋田を担う子どもたちが、生涯にわたり豊かなスポーツライフを継続する

ための、授業づくりへの支援や教員の指導力の向上を図る。

・体育に関する指導サポート事業

６ 秋田型部活動支援事業 概要P62 52,312千円

休日における中学校部活動の地域移行に向けた市町村の取組を支援するととも

に、運動部活動の適正化や指導者の資質向上を図る。

①中学校部活動地域移行推進事業

・総括コーディネーターの配置・個別訪問

・市町村の体制整備への支援 等

②運動部活動指導員配置事業

部活動指導員を配置し、部活動の質的向上と教員の働き方改革を支援する。

③運動部活動サポート事業

・スポーツ指導者資質向上研修会の開催

・運動部活動トップコーチの活用

・高校野球強化支援 等

７ 健やか秋田っ子育成支援事業 概要P63 2,297千円

多様化・複雑化している子どもたちの健康課題の解決に向けて、医療関係者の協

力の下、学校・家庭・地域が連携・協働して健康教育の充実を図るとともに、食に

関する指導を計画的かつ総合的に推進する。

①現代的健康課題への対応事業

・がん教室、指導者研修会の実施

・性教育講座、指導者研修会の実施

・県立中学校における「フッ化物洗口」の実施

・薬物乱用防止教室、指導者研修会の実施

②秋田っ子食育推進事業

・学校給食施設への衛生管理等の訪問指導

・教職員を対象とした食物アレルギーに関する研修会の実施

・栄養教諭・学校栄養職員研修会、学校食育推進リーダー研修会等

・学校給食における地場産物活用に向けた体制の構築
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新秋田元気創造プラン戦略６における令和７年度の主要事業

戦略６ 教育・人づくり戦略

目指す姿５ 地域社会の活性化と産業振興に資する高等教育機関の機能の強化

【施策の方向性】

（１）多様な資源を活用した教育・研究・社会貢献活動の促進
（２）次代を担う学生の確保と人材育成への支援

【令和７年度の主要事業】

１ 私立専修学校・各種学校運営費等補助金 67,776千円

私立学校教育の振興を図るため、私立専修学校等の運営費の一部を助成するとと

もに、在籍する生徒に対し、経済的支援を行う。

２ 看護系大学・短期大学運営費補助金 247,612千円

地域の医療・福祉を担う資質の高い人材を育成・確保するため、看護・福祉系大

学等の運営費の一部を助成する。

３ 秋田県立大学運営事業 3,701,033千円

秋田県立大学の円滑な運営を図るため、運営費等の一部について交付金を交付す

る。

４ 国際教養大学運営事業 1,136,209千円

国際教養大学の円滑な運営を図るため、運営費等の一部について交付金を交付す

る。

５ 秋田県立大学施設設備等整備事業 191,661千円

秋田県立大学の教育環境向上のため、施設整備等に要する経費に対し助成する。

６ 国際教養大学施設設備等整備事業 124,725千円

国際教養大学の教育環境向上のため、施設整備等に要する経費に対し助成する。

７ 秋田県立大学アグリイノベーション教育研究センター事業 152,169千円

「儲かる農業」を目指す「秋田版スマート農業モデル」を創出するため、分野を

超えた連携研究、高度な教育による農業人材の育成、先端技術の開発・実証・展示

等に必要な経費を助成する。

８ 私立大学等即戦力人材育成支援事業 15,000千円

県内の私立大学・短期大学・専修学校が実践的な職業教育を通して、県内産業の
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即戦力となる人材を育成するとともに、学生の県内定着を図るための取組に対して

支援する。

９ 高等教育費負担軽減事業 493,920千円

家庭の経済状況に関わらず進学・修学できる機会を確保するため、高等教育の修

学支援新制度に基づき授業料等の減免を実施する県内高等教育機関に対し助成す

る。

10 高校生の県内進学推進事業 2,992千円

県内高校生の県内進学率向上に向けて、県内の高等教育機関を一堂に会した進学

相談会を開催する。

11 （新）高大連携充実に向けたシンポジウム事業 2,000千円

高校・大学双方の魅力向上を図る手段の一つである高大連携について、関心を高

め、効果的な連携手法を探るため、シンポジウムを開催する。
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新秋田元気創造プラン戦略６における令和７年度の主要事業

戦略６ 教育・人づくり戦略

目指す姿６ 生涯にわたり学び続けられる環境の構築

【施策の方向性】

（１）多様な学びの場づくり
（２）良質な文化芸術に親しむ機会の充実と文化遺産の保存・活用

【令和７年度の主要事業】

１ 学びを通じた地域づくりプラットフォーム構築事業 概要P54 298千円

県と市町村が協議の上で設定した地域課題について、複数の市町村や幅広い関係

者等で構成されたコンソーシアムにおいて学習プログラム等を検討し、実践につな

げるとともに、全県域での情報共有を図る。

２ 「楽しく読書！」県民運動推進事業 7,062千円

日頃、本を手に取る機会が少ない県民の読書意欲を喚起するため、読書活動啓発

イベント等を行う。

３ 読書活動リトライ事業 1,866千円

多忙等により読書から疎遠になっている県民の読書活動再開を促進するため、オ

ーディオブック等の活用による「聞く読書」をテーマとしたイベントを行うほか、

県内の図書館・書店等でキャンペーンを実施する。

４ つながり、広げる子どもの読書応援事業 概要P55 1,692千円

子どもと本をつなぐ人材を継続的に育成・支援するとともに、学校図書館の活性

化を図り、読書への関心を高める取組を実施することで、本を通じて自分の生活を

より豊かにすることのできる子どもを育む。

・みんなでビブリオスピーチワークショップの開催（小学生等対象）

・中高生ビブリオバトルの開催 等

５ 全国高等学校総合文化祭あきた大会開催事業 概要P42 109,307千円

令和８年度に本県で開催する全国高等学校総合文化祭の円滑な実施に向け、大会

運営に携わる生徒や関係職員の意欲を喚起し、大会運営体制の強化を図る。

・プレ大会開催

・大会ＰＲ活動 等

６ あきたＭｕｓｅｕｍ機能強化事業 概要P56～58 66,554千円

多様な主体と連携し、これからの博物館に求められる課題に対応した機能強化を
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図ることで、全ての人に開かれた社会教育施設・文化施設としてのミュージアムを

目指す。

①Ｍｕｓｅｕｍ特別展充実事業

・県立美術館、近代美術館等における特別展の開催

②Ｍｕｓｅｕｍネットワーク形成事業

・ミュージアムを中核に多様な主体が協働し、観光・福祉等の地域課題解決に取

り組む。

・県内の博物館等施設と広域ネットワークを形成することで、ＤＸ推進や地域課

題解決といった博物館に求められる新たな役割に対応するための機能強化を図

る。

③ＭｕｓｅｕｍＤＸ推進事業

・メタバース×キンビの鑑賞プログラムの充実とアクセシビリティの向上を図

る。

・県内博物館等施設が参加可能なデジタルアーカイブの基盤システムを構築す

る。

７ 「未来につなぐＪＯＭＯＮ」世界遺産魅力アップ事業 概要P60 59,377千円

大湯環状列石及び伊勢堂岱遺跡における保全を万全とし、活用につなげるととも

に、県道の移設に向けた地質調査を実施する。

①世界遺産魅力アップ事業

・あきたの縄文遺産魅力発見イベントへの補助

・県道移設及び遺産影響評価の実施 等

②世界文化遺産継承事業

・４道県国内フォーラム開催 等

８ 民俗文化財継承支援事業 2,275千円

本県の民俗芸能の保存継承への意欲を高めるとともに、用具修理等へ補助するこ

とで、保存団体の活動を活性化させる取組を行う。

・子ども民俗芸能交流大会の開催

・用具修理や後継者育成事業等に対する助成

９ 埋蔵文化財分布発掘調査事業 659,639千円

道路建設、河川改修等の事業が計画されている区域において埋蔵文化財の分布調

査を実施し、保護措置を講ずるとともに、保存目的調査や記録保存のための発掘調

査を実施する。


